




































































































て、9月 10 日「グローバルサマーツアー 2014」（主
認めてくれたおかげです。中学よりも主体的に
広く行動できたことが高校で得た一番の財産で
す。なにもできずに悔しかった頃の気持ちと、
支えてくれた母と恩師への感謝が私の勉強への
原動力です。もちろん道をそれて、勉強せずに
遊んでいたいときもあります。そんなときはこ
れらのことを思い出すと踏みとどまれるのです。
これから皆さんは高校進学するか、しないかの
大きな分岐点にたつと思います。不安も悩みもあ
るとは思います。進学してまで何を勉強するのか、
なんのために勉強するのか。将来の夢がまだない
人もいるでしょう。私も聞かれたらすぐに答えられ
ません。それでも何故勉強するのかと聞かれたら、
「ここまで支えてくれた人に応えるため」だと答えら
れます。自分の中に理由を見出せないときは、周
りをちょっと見渡してみるのもいいかもしれません。
理由はなんだっていいんです。将来幸せになりたい
から、などと曖昧なものでもいいと私は思います。
高校進学だけではありませんが、どうか勉強が大
変だとか面倒、という理由で自分の人生を狭めて
しまうのだけは避けてほしいと思います。保護者の
皆さんにはどうか、後ろでも前でもなく隣で支えて
ください。同じスピ ドーで歩んで欲しいと思います。
最後に、「外国人」であることに恥ではなく誇
りをもっていてほしいです。正しいことをした
なら胸を張っていてほしいと思います。まず自
分で自分を認めてあげてください。そんなあな
たを認めてくれる人が必ずいるはずです。皆さ
んが力強く生きる姿を楽しみにしています。
催 HANDS プロジェクト）を実施しました。ブ
ラジル人学校「コレージオ・ピタゴラス太田校」
（群馬県太田市）と 3つの保育園「みよし保育園」
「大泉保育園」「坂田保育園」（いずれも群馬県大
宇都宮大学国際学部 3年 新屋ジエゴ明夫
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